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はじめに
カ ク レ イ ワ ガ ニ Geograpsus grayi (H. Milne 

Edwards, 1853)はインド・太平洋の熱帯・亜熱帯

域に広く分布する，甲幅 40 mmほどで紫色の陸

棲カニ類である（酒井，1976；豊田，2019）．本

種の記録は低緯度域に集中しているが，九州以北

からも散発的な記録が存在する（酒井，1976；和

田，2022）．本種は陸棲種であるが幼生は海域で

生育するとされ（吉郷・田村，2006；小菅，

2017；鈴木・西村，2023），国内では石垣島にお

いて 5–8月の夏季にかけて放幼が行われたとする

記録がある（小菅，2017）．

2023年 7月 9日に鹿児島県南さつま市からカ

クレイワガニの轢死個体が採集された．近年の本

種の記録には鹿児島本土や九州を含むもの（例え

ば，鈴木，2020；和田，2022），含まないもの（例

えば，小菅，2017），和歌山や土佐湾以南とされ

判断が不可能なもの（例えば，豊田，2019）があ

り，九州における本種の出現の有無について，統

一的な見解が得られているとは言い難い．本研究

において，鹿児島県本土や九州における本種の確

かな記録は存在しないことが明らかとなった．し

たがって，薩摩半島産の個体は，カクレイワガニ

の九州における初記録と考えられたため，ここに

報告する．

材料と方法
採集調査は 2023年 7月 8日に，南さつま市硯

川河口周辺で夜間におこなった．得られた標本の

大きさは甲幅（CW）で示し，計測はデジタルノ

ギスを用いて 0.1 mm単位まで行った．標本は

70%エタノールで固定した．本研究に用いた観

察標本およびカラー写真は鹿児島大学総合研究博

物館（KAUM: The Kagoshima University Museum）

に保管されている．

結　果
イワガニ科 Grapsidae MacLeay, 1838

カクレイワガニ属 Geograpsus Stimpson, 1858

カクレイワガニ Geograpsus grayi (H. Milne 

Edwards, 1853)

（Figs. 1, 2）

検討標本　1個体．KAUM-AT. 3152，雄，甲幅

42.3 mm，甲長 36.9 mm，鹿児島県南さつま市硯

川河口　深浦橋（31°16′07″N, 130°13′46″E），是枝

伶旺．

同定　検討標本は甲が著しく縦扁しない，甲
幅が後方ほど狭くなる，前側縁のキールが後方で

不明瞭，歩脚長節が幅広い，および鮮時の体色が

紫色を呈する形態的特徴が Sakai (1939)，酒井

（1976），および豊田（2019）の示したカクレイワ

ガニの特徴に一致し，本種に同定された．

分布　インド・太平洋に分布し（酒井，1976），

日本国内においては伊豆諸島［八丈島（酒井，

1976）］，小笠原諸島［父島（Stimpson, 1907；伊賀，

1982；武田・上島，2006；環境省，2007; Komatsu, 

2011），北硫黄島（佐々木ほか，2021），南硫黄島

鹿児島県薩摩半島で採集された九州沿岸初記録の
カクレイワガニ（十脚目：短下目：イワガニ科）

是枝伶旺
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（佐々木・堀越，2008；佐々木ほか，2018；佐々木，

2022）］，和歌山県（和田，1978；和田，2022），

高知県（酒井，1976），鹿児島県（詳細不明 : 

Sakai, 1939；酒井，1976），トカラ列島［宝島（吉

郷・田村，2006），小宝島（黒江，1995）］，奄美

群島［奄美大島（藤田ほか，2009；藤田，2019），

徳之島（豊田，2019；鈴木・西村，2023），沖永

良部島（Urita, 1926）］，沖縄諸島［伊平屋島（小浜，

2020），瀬底島（三宅，1983），久米島（守れホタ

ル・ジュニアーズ，2009），沖縄島（Kobayashi et 

al., 2018）］，宮古諸島［フデ岩（藤田，2016），伊

良部島（藤田，2018b），下地島（藤田，2018b），

水納島（藤田，2017），来間島（藤田，2018a），

池間島（藤田，2018a），多良間島（藤田・砂川，

2008）］，八重山諸島［石垣島（酒井，1976；丸村・

小阪，2003；藤田ほか，2009；小菅，2017），小

浜島（藤田ほか，2021），黒島（山﨑ほか，

2016），西表島（酒井，1976）］，大東諸島［北大

東島（Sakai, 1939；酒井，1976；三宅，1983），

南大東島（酒井，1976；藤田ほか，2009）］，尖閣

諸島［魚釣島（中山・吉川，1973）］からの記録

がある．本研究において，新たに九州（鹿児島県

本土）における本種の出現が確認された．

採集時の状況　検討標本は南さつま市坊津町
坊を流れる硯川の最下流に位置する深浦橋の上で

轢死していた．発見時，既に多数のアリ（種不明）

が群がっていたが，標本は比較的新鮮で死後間も

ないものと思われる．付近を入念に捜索したが，

追加個体は得られなかった．

備考　Sakai (1939)は本種の国内における分布

を「Kagosima-ken, Northern Daitozima」としたが，

参照標本には鹿児島県産のものはなく，その出典

はシノニムリストに加えられている Urita (1926)

によるものと考えられる．Urita (1926)は「Okino-

Erabu Is」から本種を得ており，Sakai (1939)の鹿

児島県からの記録は Urita (1926)の沖永良部島を

指すと考えられる．その後，酒井（1976）は本種

の国内における分布を「八丈島，土佐湾沿岸，鹿

児島，奄美諸島，石垣島，西表島，北・南大東島

等」としたが，鹿児島県の意図する地域は不明で

ある．以降，本種の九州以北における分布は島嶼

域を除くと高知県（土佐湾）以南や和歌山県以南

とされるものが多く（例えば，武田，1982；峯水，

2000；豊田，2019；鈴木・西村，2023），地域と

しての鹿児島は恐らく島嶼域を含まないものを意

図した「鹿児島（あるいは鹿児島県）」として奄

美大島や南西諸島と並立されるものに限られてい

る（例えば，和田，1978；三宅，1983；和田，

2022）．

一方，鈴木（2020）は九州と南西諸島に出現

する十脚甲殻類を表にリストするなかで，カクレ

イワガニが九州，甑列島，宇治群島，大隅諸島，

トカラ列島，奄美群島，沖縄諸島，宮古諸島，八

Fig. 1. Fresh specimen of Geograpsus grayi from Satsuma 
Peninsula, Kagoshima Prefecture, Japan.

Fig. 2. Geograpsus grayi, run over on the Fukaura Bridge, just 
before collection.



RESEARCH ARTICLES Nature of Kagoshima Vol. 50

53

重山諸島のすべての地域から記録されているもの

とした（鈴木，2020: 74–75）．しかし，本種が奄

美大島と石垣島からしか出現しないとも記述して

いる（鈴木，2020: 23）．少なくとも著者の調べで

は宇治群島や甑島列島における本種の記録は見当

たらず，記述内容に矛盾がみられることから，鈴

木（2020）の示した本種の分布範囲は何らかの誤

りと判断し，本種の記録から除外した．

したがって，薩摩半島産の本標本は，カクレ

イワガニの九州沿岸における出現を保証する，標

本に基づいた確かな初記録であると考えられる．

本標本は甲幅 40 mmを超えるやや大型の個体で

あり，越冬を経験している可能性が高い．2022

年から 2023年にかけての冬は比較的よく冷え込

み，南さつま市に比較的近い枕崎市では最低気温

が -2.5 度にまで低下していた（気象庁 HP：

https://www.jma.go.jp/jma/index.html）．本種は熱帯・

亜熱帯性の種であるが，一時的な気温低下には耐

えることができると考えられる．
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